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§１．研究成果の概要 

 

 本研究提案で目指す主観的時間システムの実現のためには、まずヒトの脳において時間の情報

がどのように表現しているかを明らかにする必要がある。主観的時間の神経基盤を明らかにするた

め、近年、時間残効と呼ばれる時間の錯覚現象と脳機能イメージングの手法を組み合わせて検討

を行ってきた。その結果、右下頭頂小葉の活動が主観的時間と対応していることが示された。この

研究成果をまとめた論文は、2020 年 8 月に Journal of Neuroscience 誌に受理され、9 月に同誌に

掲載された。 

上記の研究成果は、単一の視覚刺激の継続的な呈示時間（継続時間）という、極めて限定された

刺激条件下で行われた実験により得られたものであるため、この知見の一般化にはさらなる検討が

必要である。そこで 2020 年度は、複数の視覚刺激間の時間間隔（間隔時間）に対しても同様の脳

内表現が存在するかを確かめるため、上記の実験で用いた時間残効の実験パラダイムを改変して

心理物理学実験を行った。その結果、継続時間と間隔時間は同様の神経メカニズムによって脳内

に表現される一方、これらを表現する神経細胞は別々に存在していることを示唆する結果を得た。

この成果は現在論文としてまとめており、国際学術誌への投稿準備を進めている。 

 本研究ではさらに、脳刺激、および感覚刺激によって主観的時間を制御する手法の開発を進め

ている。2020 年度は、脳刺激の手法の中でも効果の個人差が比較的少ないとされる「QPS」と呼ば

れる手法が実施可能な磁気刺激装置を新たに導入し、現在運動誘発電位を用いてその手法の効

果の評価を行っている。また、感覚刺激による主観的時間制御の手法を確立するため、触覚刺激

デバイスのプロトタイプを新たに作成した。2021 年度はデバイスのさらなる改良を行い、主観的時

間を伸縮させるために最適な刺激パラメータを引き続き探索していく予定である。 
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